
新規就農者が研修終了後に速やかに営農開始できるように農地を貸付

㉖ 沖縄県八重瀬町慶座地区
や え せ ち ょ う

① 町主催の説明会で農地バンク事業のメリットを説明したところ、耕作者が決

まっていない遊休農地の所有者が事業の利用を希望した。

② 町の農地バンク事業の推進チーム会議において、新規就農者（農業次世代

人材投資資金（準備型）の受給者）２名を借受者に選定し、農地バンクの事業

規程に基づいて新規就農者に優先的に農地を貸付。

③ 農地バンクをはじめとする関係機関の連携により農地を確保して、新規就農

者の定着につなげるために総合的に就農支援各種事業を活用し、切れ目の

ない支援を実施することとしている。

✓ 遊休農地0.43haを解消

✓ 新規就農者のイニシャルコスト低減に寄与

✓ 受け手の声「流れよく農地の取得ができた」

農地バンク
活用面積

借入面積 0.43ha

転貸面積 0.43ha

新規集積面積 0.43ha

取組の内容

「取組のポイント」

✔ 新規就農者が研修後に速やかに営農できるように関係機関が連携して農地を確保

✔ 農地バンクは新規就農者に優先的に農地を貸付

沖縄県

さとうきび畑を中心に野菜や果物等が栽培され、ピーマンの戦略品目拠点産

地として県から認定を受けているが、一部で遊休農地が発生していた。

地区の概要

取組の成果

新規就農

【上：関係機関の新規就農者サポート体制
下：新規就農者の各種事業活用モデル】【農地の現況（県の補助事業により施設を導入予定）】

６事業を活用した総合的な新規就農支援モデル

①農地耕作条件改善事業 ③④農業次世代人材投資事業

（準備型、経営開始型(予定)）

⑤ＪＡ独自事業

（JA施設での研修）
⑥新規就農一貫

支援事業（予定）

※県独自事業（施設導入）

新規就農者への支援農地面の支援

②農地バンク事業を活用

した優先配慮による転貸 複数の事業を活

用した新規就農

者支援モデル

新規就農者サポート体制フロー図

新規就農者

「経営・技術」

「資金」 「農地」

目標

認定農業者

5年後

八重瀬町・農林水産課

・農業委員会

沖縄振興開発金融公庫

JAおきなわ金融部
農業委員・推進委員

農地バンク

県普及指導員

JA営農指導員

定期的 訪問・指導

ぎ ー ざ
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